


はじめに
　「対話」とは、その名のとおり、誰かと相対して話をすることであり、何
らかの思いや情報を相手と伝え合うことを意味します。労働組合で仲間とつ
ながり、そのつながりを広げていくためには、この「対話」がとても大切です。
では、仲間とつながり、関係を深めていくためには、どのように対話をす
すめていけばよいのでしょうか。

　もちろん、職場や組合にはいろいろな人がいるので、その時々の相手や
状況によって対話の仕方も変わってきます。「こうすればうまくいく」といっ
た正解のようなものもありません。そのため、「仲間と対話をすすめたい」「つ
ながりをもっと深めたい」そのような思いを抱きつつも、どうやって対話を
すすめればよいかわからず、二の足を踏んでしまっている人も多いのでは
ないでしょうか。「対話をすすめる５つのレシピ」は、そんな人たちのヒン
トとなるような、そして仲間との対話に踏み出したくなるようなパンフレッ
トをめざして作られました。

　このパンフレットでは、一貫して「聴く」ことを重視しています。もちろん、
相手に何かを「伝える」ことも重要ですが、「聴く」ことはもっと重要です。
なぜなら、多くの人は、自分に対して一方的に何かを伝えてくる人よりも、
自分の話を聴いてくれる人とつながりたいと思うからです。とはいえ、自
分が大事にしている思いを相手に伝えたいと思うあまり、ついつい聴くこ
とをおろそかにしてしまいがちです。「伝える２割で聴く８割」くらいの意
識がちょうどよいかもしれません。
　そして、相手に何かを伝えなければという意識が大きくなると、対話に
踏み出すハードルも高くなりがちですが、相手のことを聴きにいこうとい
う意識に切り替えるだけで、そのハードルもぐっと下がると思います。

　ここに収められている「５つのレシピ」が、みなさんの組合活動はもち
ろん、仕事やプライベートなどあらゆる場面において少しでも力になるこ
とができれば幸いです。
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レシピ①
「参加します！」を引き出す対話

仲間を誘う
　職場の仲間を職場集会やイベントに誘おうと思ったとき、声をかけるのを躊躇
してしまうことがありませんか？「断られたらどうしよう…」「うっとうしく思
われたら嫌だな…」いろいろな不安がよぎって、声をかけられないことがよくあ
ります。これは「声かけの難関」とか「約束の難関」などと言われます。

　でも、声をかけて断られたとしても、相手が何に対して「NO」と言ったのか
を冷静に考えてみてください。多くの場合、相手はそのイベントや機会に対して

「NO」と言っただけで、あなた（個人）自身に対して「NO」と言っているわけ
ではないですよね。そして、逆の立場で考えてみると、相手からの誘いを断った
場合でも、「誘ってもらえてよかったな」「うれしかったな」そう感じることも多
いのではないでしょうか。

　さらに、相手を誘うことは、相手に機会の選択肢を与えているので、相手のた
めにもよいことだと考えることもできます。たとえば、組合加入を勧めることは、
職場だけでなく職場を超えた多くの仲間とつながりをつくる機会の選択肢を相手
に与えています。声をかけたり誘ったりすることは、相手にとってもそうしたプ
ラス面もあるということに気づくと、「声かけの難関」を乗り越えられそうな気
がしますよね。

　１つめのレシピは、誘った仲間から「参加します！」を引き出す対話です。さっ
そくみてみましょう。
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※自分のストーリーを語ることの大切さについて
は13ページ以降のレシピ②を参照してください
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　どうでしょう。はるとさんは、職場集会にさなさんを上手に誘えていましたか？

　誘うときは、まずは相手と「つながる」（関係をつくる）ことが大切です。すでに相
手とは関係づくりができているという場合もありますが、そのような場合であっても、
なぜこのとりくみを大事だと思うのかという自分の思いを伝えることによって、相手の
興味も高まります。その際、自分の思いを一方的に伝えるのではなく、「あなたはどう
思う？」などの質問を重ねて相手の関心を引き出しましょう。そのことによってお互い
の価値観や関心の共通点がみつかり、その相手とのより強い関係づくりにつながります。

　また、「明確に」というのも大切なポイントです。誘うときは、日時や場所を「明確に」
示しましょう。はるとさんは、あかりさんからアドバイスをもらう前は、さなさんに「1
月 24 日の午後」と伝えていました。しかし、「午後」では範囲が広すぎて、いつなの
かがよく分かりません。夕方以降なら大丈夫だけど昼間の時間は難しい…といったこと
はよくあります。また、「会議室」と言われても、会議室がひとつだけならよいですが、
複数ある場合は一体どの会議室にいけばよいか迷ってしまいます。
　そのため、時間は「午後 6 時半」、場所は「2 階の大会議室」のように、明確に示す
ことが大切です。そのように声をかけられると、自分の予定と照らし合わすこともでき
て、明確な返事（参加します！）にもつながりやすくなります。なお、時間は「午後 6
時半から 8 時まで」のように、終わる時間も明確にすると、誘われたほうはより参加
しやすくなります。

　そして、相手に確実に参加してもらえるように、背中を押します。誘ったイベントの
前日や当日の数時間前に、メールや LINE などで「リマインド」の連絡をするのも背中
を押す方法として有効です。誘った相手は日々仕事などに追われて、誘われたイベント
や会議のことをつい忘れてしまうこともあります。日時を勘違いしていることもあるか
もしれません。ぜひ、日頃からリマインドを意識して行いましょう。
　また、何かちょっとしたことでも自分に役割があると、そのイベントに参加するモチ
ベーションの向上につながります。無理のない範囲で参加者に簡単な役割をお願いすれ
ば、参加者が単なる「お客さん」ではなく主体的に関わってくれるようになり、その他
のイベントでも進んで役割を担ってくれ
るようになるかもしれません。

レシピ①

解 説
「参加します！」を引き出す対話

【仲間を誘う】
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レシピ②
大事な思いを伝えて共感を引き出す対話

価値観をストーリーで伝える
　「人は、理屈だけでは動かない」とよく言われます。「こうすれば社会（職場）
を変えられる！」と、理路整然と論理的に訴えるだけでは、人々はなかなか耳を
傾けてくれませんし、「そうか、自分も行動しよう！」とはなってくれません。

　そうしたときに大事なのが、あなたの「ストーリー」です。自分はなぜ行動し
たのか、なぜ勇気を出してこの行動に踏み出せたのかというストーリーを、まる
で映画を見るかのように具体的にイメージできるように語りかけると、それを聞
いた人はあなたのそのときの感情を理解でき、追体験することができます。そし
て、そのときのあなたの感情と行動を通じて、あなたの価値観（大事にしている
思い）が聞き手に伝わります。さらに、そのストーリーに勇気づけられたり、深
い共感が生まれたりして「この人と一緒に行動したい」「一緒にやったら何か変
えられるかも」という思いとともに、行動に移してくれるようになります。

　いくら内容が正しくても、聞き手が興味を持ってくれなければ、そして共感し
てくれなければ、相手に伝わることも、一緒に行動しようと思ってもらうことも
難しくなります。
　
　２つめのレシピは、大事な思いを伝えて共感を引き出す対話です。あなたの価
値観は何ですか？　その価値観を伝えるストーリーを語ってみてください。
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　「私にストーリーなんてない」と思う人もいるかもしれません。しかし、誰にでも必
ずストーリーがあり、誰もが何らかの価値観（大事にしている思い）を持っています。
そして、その価値観は、生まれながらにして備わっているものではなく、生活の中にお
ける経験とそのときの感情から生まれるものだと言われています。

　だいたい 16 歳くらいまでの間に、その人の価値観を形づくる重要な経験があるそう
です。あなたがいま労働組合の活動に奮闘しているのは、幼少期に備わった価値観が要
因にあるのかもしれません。人は、何かの困難に直面したとき（必ずしも大きな困難で
あるとは限りません）、その困難を乗り越えるために何らかの行動にでる選択をします
が、その選択の動機（選択の瞬間）に価値観があります。幼少期や学生のとき、何かの
困難に直面し、その困難を乗り越えるために行動にでた経験はありませんか？　いま思
い出せなくても、家族や友人と話をする中でふと思い出すこともあるかもしれません。

「なぜ」その行動にでることができたのか、「なぜ」そのときにその行動を選んだのか。「な
ぜ」のストーリーが、その人の価値観を伝えます。

　そして、そのストーリーは、あなただけでなく、聴いている人（または人びと）が「私
もそう」「私も同じ」と感じると、聞き手と一体感が生まれ、共感が広がります。さらに、「や
るなら今でしょ」「すぐにでもなんとかしなきゃ」という緊急性が伝わると、「いまこそ
立ち上がろう」という行動が生まれます。

　このようなストーリーは、演説のような長いスピーチのときだけでなく、仲間を集会
や行動に誘うとき、何か大事なことを伝えたいときに少し取り入れるだけでも、聞き手
への伝わり方が大きく変わります。

　街頭の宣伝行動で訴えるとき、組合説明会で
話すとき、組合に入ってもらいたい人に活動の
大切さを伝えたいとき、さまざまな対話の場面
で、あなたの「なぜ」のストーリーを語ること
ができれば、一緒に活動してくれる仲間の輪が
広がるかもしれません。
心が動くと、人は行動を起こします。難しい

言葉を使う必要もなければ、語り方が上手であ
る必要もありません。心を動かすストーリーを
ぜひつくってみてください。

レシピ②

解 説
大事な思いを伝えて共感を引き出す対話

【価値観をストーリーで伝える】



19― ―

レシピ③
「一緒にやろう！」を引き出す対話

仲間との関係構築
　みなさんは、どんなときに「この人との関係ができた！」「関係が強まった！」
と感じますか？　相手が仕事以外のことを話してくれたとき、ほかの人には秘密
にしていることを教えてくれたとき、プライベートな悩み事を打ち明けてくれた
とき、難しい仕事を一緒にやりきったとき…など、さまざまな場面で相手との関
係が強まった（距離が近くなった）と感じることがあると思います。

　誰かに重要な役割をお願いするときや何かを一緒にやりとげたいと思うとき、
まずはその人とつながって関係をつくることが重要です。どこの誰で、どんなこ
とを考えているかもよく分からないような人から声をかけられたりお願いをされ
たりしても、戸惑ったり躊躇してしまいますよね。

　ここでは、支部の役員になってほしい人や一緒に行動したいと思う人と、深い
関係づくりをするための対話を学びます。
　大切にしている思い（価値観）や、普段から気になっていること・こうなった
らいいのにという願い（関心）をお互いに共有できると、その人との距離が一気
に近づき、深い関係づくりにつながります。

　３つめのレシピは、お互いが意気投合して「一緒にやろう！」を引き出す対話
です。さなさんが組合員のミキさんとどのように関係づくりをすすめていくか、
みてみましょう。
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　相手との深い関係づくりをすすめるためには、価値観・関心の共有が必要です。
　そのために、まず、相手の価値観（大事にしている思い）を探りましょう。
　「あなたはなぜその活動を大事だと思うんですか？」など、相手が普段からとりくん
でいることや主張していることについて、なぜそれが大事だと思うのかを聞いてみてく
ださい。

・労働組合の役員をやっているあなたは、なぜ労働組合が大事だと思うんですか？
→　役員をやったのは先輩からやれと言われたので…

・先輩から言われても嫌なら断ることもできたと思うんですが、なぜ引き受けたん
ですか？
→　労働条件とか職場環境をよくしたいという思いがあったのかも…

・なぜ職場環境をよくしたいと思うんですか？
→　みんなが笑顔で安心して働ける環境なら働きやすいと思うので…

・なぜ自分だけじゃなく、みんなが安心して働ける職場が大事だと思うんですか？
→　みんなが互いに思いやりを持って働けるような職場なら自分もホッとできる

ので…

・なぜそのような職場だとホッとできるんですか？
→　一人ひとりが大事にされる職場になれば、自分がひどい扱いをされることも

ないと思うし、みんなの気持ちにも余裕ができてよりよいサービスにもつなが
る思うので…

　このように、「なぜ」と質問を繰り返して相手が大事にしている思いを深掘りしてい
きます。上記のやりとりでは、相手が「一人ひとりが大事にされる」という価値観を大
事にしていることがわかります。
　そして、相手の価値観が明らかになって自分もその価値観に共感できたら、その価値
観をもとに自分が行動した経験談などを語って、相手にも自分のことを知ってもらいま
す。
　そうすることで、相手と自分が大事にしている思い（価値観）が同じであることや、
こうなったらいいなという願い（関心）も共通にしていることを認識し合えることがで
き、「一緒に行動しよう！」という関係づくりにつながっていきます。

　相手を自分のほうに引きこもうとしたり誘導したりするのではなく、「相手のことを
もっとよく知りたい」という素直な気持ちで質問を重ね、対話をすすめていくことが大
切です。

レシピ③

解 説
「一緒にやろう！」を引き出す対話

【仲間との関係構築】
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レシピ④
相手の主体性を引き出す対話

コーチング
　みなさんは、「コーチ」と聞いて、どんな人を思い浮かべますか？
　部活や塾の先生、オーケストラの指揮者、職場の上司など、人によって思い浮
かぶ人はさまざまだと思いますが、どのコーチも、選手や生徒のかわりにプレー
したり、試験を受けたりすることはありません。あくまでも、コーチは対象者が
うまくできるようにサポートする役割を果たします。

　そして、「コーチング」は「ティーチング」とは異なります。「ティーチング」は、
相手に必要な知識や方法を指し示し、それを学ばせることが求められます。他方、

「コーチング」は、相手に質問を投げかけ、対話をすすめることによって、相手
が自ら率先して行動できるように支援・伴走するプロセスを意味します。コーチ
が一方的に指示を出すこともありません。コーチは、相手が抱える問題を克服す
るため、自らその一歩を踏み出せるよう、問いかけたり気づきを与えたりしてサ
ポートしていくことが求められます。

　国公労連は、組合員みんなが役割分担をし、一人ひとりが持つ「資源」を活か
した全員参加型の運動をすすめ、組織を強く大きくしていくことをめざしていま
す。そのような全員参加型の運動においては、特定のカリスマ的なリーダーの指
示のもとに動くような組織ではなく、組合員一人ひとりが、自分のできることを
やれる範囲で主体的に行動できるような組織が求められます。
　そのような組織づくりに、「コーチング」が威力を発揮します。
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相手の主体性を引き出す対話【コーチング】
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相
手
の
主
体
性
を
引
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出
す
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話
【
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ー
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グ
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※

よ
り
詳
し
く
は

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

動
画
を
ぜ
ひ

ご
視
聴
く
だ
さ
い
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　「組織拡大のために何かしたいけど何をしていいか分からない」「すすめるとりくみは
決めたもののなかなか始動できない」「新規採用者を職場に迎え入れたもののなかなか
声をかけられない」…　たとえば支部の役員がこのような悩みを抱いているとき、その
役員に「コーチング」をしてみると、何か解決策が見えてくるかもしれません。

　その役員が一歩踏み出せない理由として、頭・心・手のどこにチャレンジがあるのか。
それを見出すために、「観察」（Step1）と「診断」（Step2）を丁寧にすすめていくこ
とが大切です。「観察」のステップで、いつ、だれが、どこで、なにを、なぜ、どのよ
うに、と５Ｗ１Ｈで丁寧に確認していくと、その時点で、いま抱えている問題の事実関
係が整理され、コーチングを受けていた人が「今やるべきこと」に気づくことがありま
す。そのため、（コーチが相手の抱える問題点を整理するためにも）「観察」は意識して
丁寧に行うようにしましょう。
　コーチングでは、「言い換え」もとても大切です。質問に対する相手の回答を、その
ままオウム返しのように繰り返したり、要点をまとめて返したりすることによって、お
互いに共通認識を持っていることを確認できるとともに、相手にとっては「きちんと聞
いてもらえている」という安心感を得ることもできます。

　「介入」（Step3）では、どうしても「こうしたらいいよ」と伝えたくなってしまいま
すが、そこはぐっとこらえて相手に質問を重ねてください。相手が自分自身で解決策に
気づくという過程が大切です。

　コーチングは「ティーチング」ではないので、コーチに特別な知識は必要ありません。
何かの課題に直面してどうしてよいか分からないときは、頭・心・手という３つの観点
と５つのステップで、職場や組合の仲間とコーチングをし合ってみると、きっと新たな
学びや気づきが生まれるはずです。
　あまり難しく考えず、まずは「観察」だけでも、仲間と実践してみてください。

レシピ④

解 説
相手の主体性を引き出す対話

【コーチング】
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レシピ⑤
みんなの元気が出る会議にするための対話

対話型の会議に
　組合活動をしていると、打ち合わせや会議に参加することが多いのではないで
しょうか。役員のみなさんは会議の準備や運営を担うことも多いと思います。会
議では、集会やイベントを企画したり、運動方針を検討したり、要求内容を整理
したりと、議論したり決めることがたくさんあります。
　しかし、発言する人がいつも特定の人だけだったり、何を決める会議なのかが
よくわからなかったり、自分がいてもいなくても変わらないと思えるような会議
だと、参加者のモチベーションは低下し、その会議に費やす時間と労力が無駄と
感じてしまうようになります。

　みんなで決めてみんなで行動するという組合民主主義を実践するためには、参
加者たちがさまざまな意見を出し合ったうえで、「みんなで決めた」と思えるよ
うな会議運営を心掛けることが重要です。そして、それぞれの参加者の「時間」
という貴重な資源を出し合って会議をするのですから、みんなの元気が出るよう
な会議にしたいものです。

　「今度の会議でこれを提案してみよう」「会議でこれを報告したらみんな喜びそ
う」「これは次の会議のネタにいいかも」と、次回の会議が楽しみになるような
会議運営をめざし、みんなが参加したいと思える「対話型の会議」にするための
工夫を考えてみましょう。
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み
ん
な
の
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に
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本
部
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員

あ
か
り

支部役員
さな

支部役員
はると

みんなの元気が出る会議にするための対話【対話型の会議に】
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】



42― ―

み
ん
な
の
元
気
が
出
る
会
議
に
す
る
た
め
の
対
話

【
対
話
型
の
会
議
に
】
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】
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型
の
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元
気
が
出
る
会
議
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　みなさんにとっての「理想の会議」と「参加したくない会議」は、どういったもので
しょうか？「理想の会議」がすぐに思い浮かぶ人は、きっとこれまで元気の出る会議に
参加したことがある人でしょう。逆に、「参加したくない会議」ばかりが思い浮かぶ人は、
普段から苦痛な会議に悩まされている人かもしれません。まず、普段自分が参加してい
る（運営している）会議について、振り返ってみてください。

　国公労連がめざす「全員参加型の運動」は、組合員一人ひとりが持つ多様な資源を活
かす運動です。会議においては、参加者全員が「時間」という資源を提供し、それぞれ
の「意見」や「アイデア」という資源を提供し合って議論を重ね、ものごとを決めてい
きます。
　まず、「時間」という貴重な資源を提供し合っているという点は重要です。ダラダラ
と進行していつ終わるか分からないような会議は、「時間」という参加者の資源を浪費
します。また、特定の参加者だけの意見しか出されないような会議は、参加者一人ひと
りの「意見」や「アイデア」といった資源を活かしきれていません。

　会議の時間を明確にし、進行役も全員が発言しやすいように議論のすすめ方を工夫し
て、　参加者も要点を絞って端的に発言することを意識することが大切です。

チェックイン・チェックアウトは特別な準備もいらず、すぐにでも実践できるので、
ぜひ会議に取り入れてみてください。特に、チェックアウト（振り返り）では、その会
議で発見した気づきや学びを一言ずつ発言するだけで、その会議のポイントを整理でき
ることもあるので、議事録にも残しておくとよいでしょう。チェックインもチェックア
ウトも、注意点は、「ひとり１分以内」などきちんと時間管理をすることです。

セレブレーション（お祝い）も、毎回ではなくとも、会議に取り入れてみると参加者
のモチベーションアップにつながります。その組織全体のとりくみとして前進したこと
やよくできたことのほか、それぞれの参加者が個人的によくできたことでもかまいませ
ん。たとえば、「先日、未加入者に声をかけて組合に入ってもらいました」という参加

者からの報告に対し、みんなで拍手し
てお祝いするだけで、その場に笑顔が
生まれて元気になれます。

レシピ⑤

解 説
みんなの元気が出る会議にするための対話

【対話型の会議に】
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　会議でとりくみや行動の振り返りをすると、どうしても反省点や改善点ばかりが多く
出されるので（もちろんそうした振り返りも大切です）、「署名を 10 筆集めた」「学習
会に参加して学びを深めた」など、普段のちょっとした「よかったこと」を意識的に共
有すると、みんなが前向きになるためのきっかけにもなります。

　参加者から意見が出ないときに、あかりさんは「問いかけを絞り込むのが大事」と言っ
てしました（44 ページ）。しかし、絞り込みすぎてしまうと、「この件についてはいま
聞かれていないから、発言したらダメなのかな…」と逆に発言を躊躇させてしまうこと
もあります。そのような場合はもっとオープンに「◯◯について、どんな角度からでも
いいので意見ください」のように広く問いかけることも大切です。ここは、議論の交通
整理とともに、進行役の腕の見せ所です。

　会議のあとの飲み会や食事会は、参加者同士の交流を深める場として有用です。しか
し、会議で決めるべきことを、「続きはこの後の飲み会で！」などと会議以外の場で議
論することはやめましょう。いつの間にか飲み会に参加したメンバーだけでものごとが
決まっていた…などということがあると、参加者の間で不信感が生まれる原因になりま
す。また、飲み会に参加できないメンバーがいることもあるので、会議に飲み会を必ず
セットするようなことは避け、みんなが参加できる日程で交流会を別途設けるのも一案
です。

　どんな工夫をしても「心理的安全性」が確保されていない空間では、誰もが発言しや
すい会議にはなりません。世代や性別、組合歴などを問わず、思ったことを率直に言い
合える場にしていくことが大切です。そのためには、みんなで会議のルールを作ること
や、進行役がファシリテーションスキルを学び身に着けていくことも必要です。また、
心理的安全性が確保され、誰もが意見を出しやすい会議では、執行部など運営側への率
直な意見も必然的に多くなるので、そのような意見も冷静に受け止めたうえで議事を整
理しながらすすめていく寛容性も求められます。

　ここで紹介した「みんなの元気が出る会議」にするための工夫は、あくまでも一例で
す。各組織の実情に合わせ、
参加者の元気が出る会議に
するための参考にしてくだ
さい。
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【
付
録
】　「
仲
間
づ
く
り
講
座
」
参
加
者
の
声

［
付
録
］

［
付
録
］「
仲
間
づ
く
り
講
座
」
参
加
者
の
声

「
仲
間
づ
く
り
講
座
」
参
加
者
の
声

　
国
公
労
連
で
は
、効
果
的
な
対
話
を
す
す
め
る
た
め
に
、課
題
ご
と
の
「
仲
間
づ
く
り
講
座
」（
対

話
の
手
法
を
学
び
参
加
者
全
員
が
対
話
を
実
際
に
や
っ
て
み
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
随
時
開
催

し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
価
値
観
を

「
価
値
観
を  

　
ス
ト
ー
リ
ー
で
伝
え
る
」

　
ス
ト
ー
リ
ー
で
伝
え
る
」
講
座
講
座

〇
　
出
来
事
、
選
択
、
結
果
の
順
に
具
体
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
踏
ま
え
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
に
し
て

伝
え
る
と
、
価
値
観
に
共
感
し
て
も
ら
い
や
す

く
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

〇
　
共
感
を
広
げ
ら
れ
る
話
し
方
、発
信
の
や
り
方
、

組
み
立
て
方
が
あ
る
の
だ
と
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
組
合
の
と
り
く
み
の
中
で
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
　
大
き
な
情
勢
の
話
な
ど
を
し
が
ち
で
し
た
が
、

自
ら
に
焦
点
を
あ
て
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
こ

と
で
私
の
価
値
観
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
周

り
に
共
感
を
広
げ
る
た
め
に
大
切
な
の
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。

〇
　
こ
れ
ま
で
、
組
織
拡
大
の
学
習
会
等
で
話
す
際

は
、
理
屈
的
な
内
容
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
、

上
手
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
場
面
が
あ

り
つ
つ
も
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
講
座
を
受
け
た

こ
と
で
、
話
す
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

〇
　
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
こ
と
の
難
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
お
話
を
聞
き

な
が
ら
、
そ
う
言
え
ば
自
分
に
も
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
な
と
共
感
し
な
が
ら
自
分
の
ス

ト
ー
リ
ー
も
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〇
　
自
転
車
に
乗
る
よ
う
に
繰
り
返
し
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
て
み
ん
な
で
交
流
し
な
が
ら
身
に
つ
け
て

い
く
と
い
う
の
が
目
か
ら
鱗
で
し
た
。
よ
く
声

か
け
が
で
き
ず
組
織
拡
大
が
進
ま
な
い
と
い
う

困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
め
ば
い
い
の
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。

〇
　
こ
れ
ま
で
新
規
採
用
者
向
け
の
説
明
会
等
で

も
、
自
分
の
経
験
談
を
話
す
機
会
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、
聞
き
手
が
共
感
す
る
よ
う
な
構
成
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
気
づ
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
今
回
の
講
座
で
学
ん
だ
内

容
を
活
か
し
て
語
っ
て
み
た
い
で
す
。
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【
付
録
】　「
仲
間
づ
く
り
講
座
」
参
加
者
の
声

「
仲
間
と
の
関
係
構
築
」
講
座

「
仲
間
と
の
関
係
構
築
」
講
座

〇
　
相
手
が
考
え
て
い
る
こ
と
の
引
き
出
し
方
が
分

か
っ
て
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

〇
　
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
対
話
し

よ
う
と
思
う
と
、
な
か
な
か
話
の
内
容
に
集
中

で
き
な
い
の
で
、
意
識
し
な
く
て
も
ス
テ
ッ
プ

を
踏
め
る
対
話
が
で
き
る
よ
う
に
練
習
を
積
む

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

〇
　
対
話
を
す
す
め
る
各
ス
テ
ッ
プ
の
中
で
、
相
手

の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
聴
く
こ
と
と
、
そ
の
内

容
を
自
分
の
中
で
落
と
し
込
む
こ
と
を
繰
り
返

し
訓
練
し
て
、
対
話
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

〇
　「
組
合
活
動
の
た
め
の
対
話
」
以
外
で
も
、
仕

事
や
個
人
的
な
仲
間
と
の
会
話
に
も
役
立
つ
も

の
で
、
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

〇
　
一
方
的
に
話
を
聞
く
よ
り
、
質
問
し
な
が
ら
聞

く
ほ
う
が
相
手
の
話
が
理
解
し
や
す
か
っ
た
の

で
、
自
分
が
話
す
側
に
立
つ
と
き
も
、
一
気
に

た
く
さ
ん
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
う
よ
り
も
、
相
手

が
ど
こ
に
興
味
が
あ
る
の
か
探
り
な
が
ら
少
し

ず
つ
話
を
し
た
ほ
う
が
理
解
を
得
ら
れ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

「
コ
ー
チ
ン
グ
」
講
座

「
コ
ー
チ
ン
グ
」
講
座

〇
　
対
話
の
中
で
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
答
え
に
相

手
を
誘
導
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

き
ょ
う
実
際
に
対
話
を
し
て
み
て
、
相
手
に
自

分
自
身
で
考
え
て
も
ら
っ
て
答
え
を
発
見
し
て

い
く
と
相
手
は
す
ご
く
腑
に
落
ち
た
感
じ
の
表

情
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
誘
導
す
る
の
で
は
な

く
て
相
手
が
自
分
で
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
の

重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
が
コ
ー
チ
ン
グ

を
受
け
る
側
に
な
っ
た
と
き
も
自
分
の
解
決
策

が
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
引
き
出
し
て
も

ら
っ
て
、
コ
ー
チ
ン
グ
す
る
人
も
さ
れ
る
人
も

両
方
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
て
、
と
て
も
い
い
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

〇
　
コ
ー
チ
ン
グ
す
る
側
の
と
き
、
相
手
に
答
え

を
ま
ず
言
い
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
、
質
問
し
て
い
る
う

ち
に
、
自
分
が
最
初
に
言
お
う
と
し
て
い
た
答

え
が
的
外
れ
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
も
し
最
初
に
的
外
れ
な
答
え
を
相
手
に
言
っ

て
い
た
ら
、
お
そ
ら
く
相
手
は
「
こ
の
人
に
話

し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
な
」
と
思
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
相
手
の
話
を
き
ち
ん
と
引
き
出
さ
な

い
で
答
え
を
相
手
に
言
っ
て
し
ま
う
の
で
な
く
、

質
問
を
重
ね
る
こ
と
で
相
手
に
自
分
で
考
え
て

も
ら
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

〇
　
一
方
的
に
話
す
の
で
は
組
合
員
の
主
体
性
を
引

き
出
せ
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
き
ょ

う
学
ん
だ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
対
話
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
　
相
手
か
ら
聞
き
出
し
て
も
ら
っ
て
話
せ
た
こ
と

で
自
分
の
課
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
、
い

ろ
い
ろ
な
手
段
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〇
　
普
段
、
自
分
ひ
と
り
で
考
え
て
組
合
運
動
を

や
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
で
は
元
気
が
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
の
対
話
で
、
自
分
の
課
題
と
そ

の
課
題
解
決
に
む
け
一
緒
に
共
有
し
考
え
を
め

ぐ
ら
せ
る
こ
と
で
元
気
に
な
っ
て
い
け
る
の
だ
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【
付
録
】　「
仲
間
づ
く
り
講
座
」
参
加
者
の
声

と
思
い
ま
し
た
。

〇
　
会
議
で
一
方
的
に
役
員
が
話
し
、
あ
ま
り
議
論

す
る
こ
と
も
な
く
、
飲
み
会
で
中
途
半
端
に
対

話
す
る
だ
け
で
は
深
ま
る
こ
と
が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
学
ん
だ
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ん
で
対
話
を
す
る
と
、
お
互
い
に
深
ま
り
、
い

い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
、
つ
な
が
り
も
強
く
な

る
こ
と
を
実
感
で
き
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

〇
　
定
員
削
減
と
能
力
・
実
績
主
義
強
化
で
職
場
で

は
対
話
が
困
難
に
な
り
、
隣
の
人
が
何
を
考
え

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
状
況
で
、
若

い
世
代
の
離
職
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
対
話
を
す
す
め
る
こ
と
が
年
々
重
要
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
き
ょ
う
の
学
び
を
広
げ
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

〇
　
こ
れ
ま
で
組
合
の
分
散
会
な
ど
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
き
ょ
う
の
や
り
方
は
対
話
を
す
す

め
る
際
の
ス
テ
ッ
プ
が
明
確
で
、
普
段
思
っ
て

い
る
こ
と
も
話
し
や
す
く
意
見
を
活
発
に
出
せ
、

自
分
も
元
気
に
な
れ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ

の
対
話
を
広
げ
れ
ば
、
み
ん
な
が
元
気
に
な
っ

て
い
け
る
と
思
い
ま
し
た
。

〇
　
一
方
的
に
教
え
込
む
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ

と
を
相
手
に
押
し
つ
け
る
、
と
い
う
の
が
振
り

返
っ
て
自
分
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
多
か
っ
た

と
思
い
反
省
し
ま
し
た
。
自
分
的
に
は
そ
こ
に

気
づ
け
た
こ
と
が
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。
今

後
は
相
手
と
の
対
話
の
中
で
今
日
学
ん
だ
観
点

を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
　
コ
ー
チ
ン
グ
は
「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」
と
は
違
う

と
い
う
こ
と
自
体
が「
気
づ
き
」に
な
り
ま
し
た
。

単
な
る
「
傾
聴
」
だ
け
で
な
く
相
手
の
気
持
ち

を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
コ
ー
チ
ン
グ
を
で
き
る
よ
う
、

今
後
に
活
か
し
た
い
で
す
。

〇
　
今
ま
で
相
談
を
受
け
た
と
き
に
、
た
だ
話
を
聞

い
て
、
結
局
問
題
の
解
決
に
向
か
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ー
チ
ン
グ
の

ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
意
識

し
な
が
ら
対
話
し
て
い
く
こ
と
で
本
人
に
問
題

を
言
語
化
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〇
　「
聞
く
こ
と
」
と
い
う
の
は
本
当
に
難
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。
本
質
的
な
こ
と
を
深
掘
り
し
て

い
く
こ
と
は
、
自
分
自
身
に
問
う
と
き
に
も
使

え
る
と
思
い
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

〇
　
講
座
の
中
で
実
際
に
コ
ー
チ
ン
グ
を
実
践
し
て

み
て
多
く
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
課

題
が
見
え
て
、
新
し
い
視
点
も
生
ま
れ
た
の
で

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

〇
　
知
識
と
し
て
も
実
践
と
し
て
も
慣
れ
な
い
段
階

で
実
際
に
対
話
し
て
み
る
の
は
難
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
考
え
方
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
仕

事
や
私
生
活
に
も
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。



… 編集後記 …
　「対話をすすめる 5 つのレシピ」を手に取っていただき、ありがとうござ
いました。

　「はじめに」でもお伝えしたとおり、対話には「正解」がなく、「正解が
ないものについての解説書をつくる」というやや矛盾をはらむ作業に、何
とも言いようのない難しさがありました。
　もっとも、このパンフレットの目的は、対話の正解を指し示すことでは
なく、現場で働く組合員のみなさんが、仲間との対話に踏み出し、仲間と
つながるきっかけとなる役割を果たすことです。そして、同じ材料でも人
によって出来上がる料理が違うように、本書をきっかけにそれぞれが個性
を活かした対話をすすめてほしいと思っています。タイトルを「レシピ」（手
順書）にしたのも、そうした思いが込められています。

　ひとりでも多くの組合員さんが、このレシピを手に取り、仲間との対話
をすすめ、元気になる会議を開き、職場や地域で楽しく組合活動を展開さ
れることを願ってやみません。

　さいごに、マンガの作成にご協力いただいた山岡小麦さんには、本書の
趣旨を正確に汲み取っていただき、再三にわたる細かいリクエストにも丁
寧に応えていただきました。ここに深く感謝申し上げます。
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